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スポーツにおけるバリアフリーの問題点(その 2) 

一一視覚に障害のある学生の体育実技履修とその対策について一一一

山内 賢* 中野泰志**

The Requirements for Offering Barrier Free Sports Education 

一一(No.2) A case study of a blind student studying gymnastics-

Ken Yamauchi 1) Yasushi N akano 2) 

In the past， the sports that were offered for peop1e with disabilities were offered as programs for their rehabili-

tation. Later on， programs for peop1e with disabilities approached sports as a 1ifetime endeavor. More recently， 

sports for the disab1ed has grown to include internationa1 ath1etic events， without being confined to their previous 

ro1e as a rehabi1itative activity or a 1ifetime sport. The Para1ympic is one of the events which are typica1 of interna-

tiona1 sports for the disab1ed. These days， sports are for everyone， and anyone can take part in sports， irrespective 

of age， sex， or disabi1ity. It is very important to adjust the environment for disab1ed peop1e so that they can do 

sports in safety， and so that the space in which they perform the activity is accessib1e. The goa1 of barrier free 

sports is to enab1e persons with disabi1ities to p1ay any sport they choose to at any time. 

In this paper， we discuss the educationa1 prob1ems invo1ved in offering barrier free education to a b1ind student 

in a physica1 education class. To discuss these educationa1 prob1ems， we investigated the educationa1 influences on 

the inclusive education of a b1ind student through a questionnaire， which was administered to all of the students in 

the sports class. We investigated the educationa1 challenges invo1ved in teaching a b1ind student gymnastics， and 

obtained opinions on the inclusive education of this student by administering a questionnaire to other students par-

ticipating in this gymnastics class. The resu1ts are as follows: 

To offer physica1 education classes which aim to be barrier free and inclusive， it is important to establish a phi-

10sophy on barrier free education and to establish an educationa1 system under which the classes can be offered. It 

is a1so important to clarify the concept of disabi1ity. Gymnastics classes are currently not accessib1e for students 

with disabi1ities at Keio University. If classes are to include students with disabi1ities， it will be necessary to con-

sider these points: 

1) At Keio University， sports classes are not designed for students with disabi1ities. Therefore， it is necessary to 

create a curricu1um for such students. This must be a system which is flexib1e to these students' needs. 

2) It is necessary to provide extra coaches and teaching assistants in classes which include disab1ed students， and 

the other students must cooperate. 

3) It is irnportant to inform all of the students about the disab1ed student's degree of disability at the first class. 

4) It is necessary to promote the enjoyment gained by all students and teachers working together， regard1ess of 

their disabi1ities. 

5) An office on disability issues needs to be estab1ished at the university. 

By establishing a we1coming atmosphere in the sports classes， and by offering disab1ed students the he1p and sup-

port they need， it will be possib1e for the university to rea1ize its aim of offering barrier free classes. 

*慶臆義塾大学体育研究所専任講師 1) Assistant professor， Institute of Physical Education， Keio University 
**慶磨、義塾大学・心理学教室 2) Associate professor， Psychological Laboratory， Keio University 
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はじめに

本報告は，慶慮義塾大学に平成14年度の新入生として

入学した視覚障害のある女子学生 (Aさんと略称)の

体育実技における支援体制に関する事例研究である。本

大学の体育実技には，身体に障害のある人(障害者と略

称)を対象とした特別な授業を設置していなし、。人はた

とえ障害があっても，障害のない人々(健常者と略称)

が普通にしている生活と可能な限り，同じレベルのもの

を求める権利をもっている (Bank-Mikelsen，N. E， 

1959)。この人権が実現するように，社会の生活条件を

改善することは，当然のことであり，この改善の理念が

ノーマライゼーションである。このことは，大学教育の

現場にも当然に取り組まなければならない課題である。

特に体育実技の履修については，安全性の確保等の特段

の配慮が求められる。また，健康の増進と維持を考えた

場合，健常者よりも体育実技の果たさなければならない

役割は大きい。

本稿では，障害者と健常者が一緒に大学の体育実技を

受講した場合に生じる諸課題の解決方法について，実体

験から感じとったことをそのまま表現し，そして検討を

することを試みる。健常者と障害者が共に学ぶことは，

障害のない学習者にとって「障害とはこんなものだった

のだ」という新しい発見を与えることができたり，健常

者と障害者の距離を縮め，障害者を無意識に差別視して

いるかもしれない心の壁を取り払ってくれるはずである O

ここで， I障害者の体育・スポーッ」をキーワードとし

て，教育現場におけるスポーツのバリアフリーの問題点

を考察してみる。

障害とはなにか?日本語の「障害」という言葉には，

様々な意味が付与されており，文脈によって，使い分け

られている。 WHOでは，障害の意味を明確にするため

に， 1980年の国際障害分類 (InternationalClassifica-

tion of Impairments， Disabilities， and Handicaps; 

ICIDH) において，機能障害(impairment)，能力障

害 (disability)，社会的不利 (handicap) という 3つ

のレベルを提唱してきた。この ICIDH~1980 の障害モ

デルでは，疾病 (disease)や変調 (disorder)により，

心身の機能が平均的な状態と比べて低下(impairment)

し，その結果として，様々な活動をする能力が低下

(disability) したり，社会的な活動をする上で様々な不

利益 (handicap)を被ったりすると考えてきた。しか

し， この ICIDH~1980 では，障害と社会的・物理的環
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境との関係性が十分に反映されていなかった。そこで，

WHOでは， 2001年に国際障害分類を改訂し，国際生活

機能分類:国際障害分類改定版 CInternationalClassi-

fication of Functioning， Disability and Health， ICF) 

として公表した (http://www3.who.int/icf/icftemplate.

cfm)o ICFは，個々の「生活機能 (functioning)jや

「障害 (disability)jを (a)I心身機能や構造 (bodyfunc-

tion and structure) j， (b) I個人レベ、ルの活動 (activity)j， 

(c) I社会への参加 (participation)jの次元で分類・記

述するものである。そして，上述の 3つの次元がどのよ

うな状態にあるかを問題とするO

ICFの最大の特徴は，従来の身体機能による生活機

能の障害を分類するという考え方から，同レベルの機能

障害でもバリアフリーの整備等が進んだ環境で生活して

いれば，社会活動や参加のレベルが向上するという環境

因子を評価する観点が加わったことである。つまり，機

能障害があっても，環境的な支援が整備されていれば，

社会活動や参加がスムーズに行えるという見方になった

わけである。したがって，障害のある人も環境的支援が

整えば，スポーツのメリットを享受できると考え，必要

な環境的支援を実現していく必要がある。

目的

本研究の目的は，本学での体育実技において，障害の

ある学生に他の学生と同じチャンスを提供するためには，

どのような環境的支援を行えばよし 1かについて事例的に

検討することである。

本学の体育実技科目には，障害者だけが履修する科目

が特別に設置されているわけではなし、障害者が体育実

技を履修する場合には健常者と共に学ぶことになる。大

学生が体育実技を履修する理由は様々である。主なもの

は，

1) 単位取得のため。

2) 運動技術向上のためO

3) 健康維持や体力向上のためO

4) 友達っくりのためO

5) 楽しみとしてO

等である。

授業が健常者のみであるならば，体育の教員は， 上記

のような目的と運動技術レベルが混在する授業を，履修

者それぞれの個性を理解しながら展開していくが，そこ

に障害者が同時に学ぶ場合は，指導する教員をパックアッ



プする教員(補助指導者)をうまく使った複数担任によ

る展開が必要になってくる。ょうするに，授業の展開は，

授業の担当教員が指導する内容を補助指導者が視覚障害

者にリアルタイムで伝達することが必須である。

方 法

半期の間，障害学生とやりとりを行いながら，以下の

ような環境的な支援を試行錯誤的に実施した。そして，

我々が提供した環境的支援が適切であったかどうかを半

期の授業終了後，当事者のインタビューにより検討した。

また，障害のある学生が授業に参加することで，教員や

学生にどのような影響があったかについて，書面による

アンケート調査を実施した。

a) Aさんの視覚障害の状況とプロフィール

Aさんは緑内障により視覚を生後 3ヶ月で失った。

小学校までは地域の盲学校で，中学校から高校までは筑

波大学附属盲学校で視覚障害教育を受けた。現在の視力

は光覚程度であり，読み書きには点字を，移動には白杖

を利用している。

b) Aさんが体育実技を履修した事例

平成14年度において，視覚に障害のある学生が体育実

技を履修することを受け入れるために，本大学の体育実

技学習指導担当は，本人の希望をかなえるために必要と

思われる履修申告の事前の面接を行い，以下の履修指導

を行った。

-障害の程度と可能性の確認0

.過去の運動経験の確認。

・他の学科目と調整するための履修希望の時間帯(曜日

と時限)の確認。

-希望時間帯に開講されている科目の提示と希望種目の

決定。

-実技の補助としてのヘルパーの必要性の確認。

時間割を調整した結果.Aさんは体力アップコース

を選択した。体力アップコースとは， トレーニングマシー

ンとダンベルを用いて筋力の向上を目指すウェイト・ト

レーニングと自転車エルゴメーター(以後，エアロバイ

クと略称する。)を利用した有酸素トレーニングを行う

個人種目である。 Aさんが集団種目を選択した場合に

は，学外から専門のボランティアを要請することも考え

たが，選択科目が個人種目であることもあって，実技の

補助は体育研究所に所属する教員がつとめることになっ

fこO

c) 視覚障害者に対するスポーツの指導について

Aさんへのスポーツの指導にあたっては，介護福祉

ハンドブック (2001)と最新版障害者のスポーツ指導の

手引 (2000)に沿って実施した。

外界からの情報の85%以上を人間は視覚から得ている

ので，視覚障害者におけるスポーツ指導は，障害による

不利を理解した上での指導方法を考えることが基本とな

る。詳しくは，彼らの行動や接し方に関して. 1情報を

得る手段を知ること(場合によるが，聴覚，触覚，わず

かに感じられる光覚)j. 1失明年令を知ること(視覚イ

メージの形成)j. 1接触による誘導の必要性j. 1具体的

な言語の使用(方向に関して，時計の針などを流用)j

等に留意することにより. 1障害の内容に合わせた運動

内容の決定j. 1指導体制の確立(個別なのかグループな

のか)jおよび.1指導の手段(言葉，コミニュケーショ

ン，音，触覚)jといった指導を考慮する必要性がある

ということである(介護福祉ハンドブック. 2001)。視

覚障害者がスポーツを楽しむために必要なスポーツにお

ける指導上の留意点(最新版障害者のスポーツ指導の子

ヲ1.2000)は，
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1) 安全の確保:安全な用具の使用や用具の点検・管理

はもちろんのこと，障害者の運動指導で，最初に注意

しなければならないことは，衝突，転倒による事故を

未然に防ぐことである。これは，運動する場所の床面

はできるだけフラットにしておくことや，物が無造作

に放置されたままにならないように，用具置き場は別

に設けることが大切である。また，同じ空間に居る他

人のことも考慮することも忘れてはならな l¥o

2) 正しい姿勢と正しい運動量:視覚障害者の動きは，

動作の開始から，いきなり終了にとんでしまうような

ぎこちない動きをする傾向があるので，動作の過程を

繰り返しながら，丁寧に指導する必要がある。動きの

全体をとらえた全習法から分習法へと，最終的に習得

すべき完成像を根気よく指導することが重要である。

また，障害者に触れたり，障害者が指導者に触れると

いった方法をとることは，姿勢やフォーム習得のフィー

ドパックの助けとなる。

3) 正しい伝達と指示:これは，遠方からではなく身近

での指示のほうが適切であり，また，具体的で簡易な

言葉を使用することである。例えば. 1もう少し右に

子をつけ」より， 12時の方向に手をつけ」と言った

方が具体的でわかりやすくなる。

4) 音による視覚を補う補助具の利用:音源による誘導



は運動の方向を聴覚により感じとるだけでなく，運動

の成功と不成功を音の違いにより知らせるといった。

確認のためにも利用できるO

5) ルールの工夫:既存のルールにこだわることなく，

競技特性を活かしながら，ルールを変更することは，

障害者の安全性を確保する上でも重要であり，健常者

と共に楽しむ場合にも必要となる。

6) 個別性:視力の低下した時期や程度によって，視覚

経験や運動経験に大きな個人差が生じるので，指導者

は，個に応じた指導を心掛ける必要があるO

7) 医学上の障害についての理解と外力(運動)による

障害の悪化防止(保有する視機能の保護):現在障害

が進行していないといっても，障害を受けていること

は事実であり，指導者は，医師との連携をとりながら，

障害の程度を把握しつつ，障害をさらに悪化させない

ように障害者の行動を冷静に判断するO

等であるO これらのマニュアルを参考にして，授業の方

法を考えた。

d) 授業における支援の実際

Aさんが体力アップコースを受講することに関して

は， Aさんの障害の度合と先述の視覚障害者に対する

指導上の留意点を考慮して，以下のことを準備した。

1) メンタル・マップの形成支援 :Aさんは視覚障害

があるためにトレーニングルーム内にある運動器具の

配置を知ることができない。そこで，配置図を示しな

がら，ルームの空間的配置を本人がイメージできるよ

うにした(メンタル・マッフ。)。これは，ルーム内を

移動する時に蹟いたり，器具にぶつかったりしてケガ

をする可能性を少なくすることを目的としたことであ

る。

2) 室内配置の固定:せっかくメンタル・マップが出来

ても，室内の配置が変化すると意味がな ~)o そこで，

授業の開講期間中はルーム内の器具の配置を変えない

ように周囲に指示した。

3) 安全確保と誘導:受講生の中に女性が2名いたので，

Aさんの補助に付いてもらうようにお願いした。こ

れは，更衣室とトレーニングルームへの誘導や安全確

保，また，荷物の置き場所を伝えてもらうための介助

をしてもらうことを目的としたこのである。

4) 指導法の工夫:補助についた教員は，授業で指導教

員が指示する実技の運動内容をリアルタイムで説明す

るようにした。運動の正しいフォームづくりは，視覚

からのフィードパックができないので，言葉による指
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導が大きな部分を占めるO しかし，言葉のみでの指導

だけでは，ウェイト・トレーニングの正しいフォーム

づくりが完全に伝わりきれない時がある。このような

場合は，指導者が障害者に直接触れたり，障害者が指

導者に直接触れるといった，触覚を利用した指導方法

を行使した。この方法は，筋肉や関節の動きを感じとっ

たり，姿勢やフォームづくりの修得のために，言葉以

上に大きな助けとなるO

5) 板書情報の保障:授業で手渡された資料の内容以外

で，ホワイトボード上に書かれた事項は，プリントに

して手渡した。これは，プリントの内容がボランティ

アの協力を得て点字に介されることにより，後に本人

が確認できることを考慮したものである。

6) 点字での情報提供:エアロバイクの操作パネルのス

イッチに，すべて点字シールによる数字を張り付けた。

そして，バイクによる体力測定とエアロビクス・トレー

ニングを選択するために必要となる操作パネルの手順

をフローチャートで示したプリントを， Aさんに手

渡した。フローチャートは点字数字で示したスイッチ

を押す回数を表記したものである.この一連の工夫は，

エアロバイクによるトレーニングを， Aさんが一人

でも{子なえるようにするためのアイデアである。

結 果

Aさんの既往歴を考えると，体力ア yプコースでの

運動フォームの伝授には，かなりの時間がかかると思わ

れたが，幸いにも大学に入学する以前にウェイト・トレー

ニングの受講経験があったので，運動に関する特別なぎ

こちなさは確認されなかった。以下， Aさんのために

準備した事項に関すること，および， Aさんの補助指

導員として介助した際に感じたことを記述するO

1) 授業が開講されている期間中には， r視覚に障害の
ある学生がトレーニングルームを利用するので，ルー

ム内におけるレイアウトの変更の禁止と整理整頓に心

掛けること。」の情報公示を行った。これにより，利

用者の整理整頓に関する自覚は高まり，同時にAさ

んのメンタル・マップと転倒や衝突の危険性は保護さ

れていたようであるO 介助してくれる学生(介助学生

と略記する。)とのコミュニケーションも活発になさ

れていたように見受けられた。体力アソプコースの授

業に，障害者と健常者が共学したことは，障害に関す

る深い理解が生じたと思われる。



2) 彼女の持つ向上心のすばらしさには，感心させられ

る面が多々見受けられた。それは指導中， Aさんが

ことある毎に「先生， フォーム合っていますか。」と

何度も聴いてきた。これは，障害者の運動に対する意

欲や欲求がより高く，また，見られていることに対す

るナイーブな心理的側面を持っていることがうかがえ

る。

3) 運動課題は全て正確に再現することが出来た。視覚

に障害があるためであろうか，いちど身につけた運動

フォームは，すぐさまイメージとして記憶され，現実

へのフィードバックは，かなり高い能力がある。

4) 障害を個性と考えれば，身体に障害があるために予

測される危険的要素を除去して，障害者の特徴をうま

くとらえるといった創意工夫をほどこすことにより，

障害者の運動技術・技能の向上と正しい評価ができる

のである。

5) エアロバイクの点字はあまり役には立たなかったよ

うである。なぜならば，操作の手順は理解できるが，

パネルの液晶画面に示される自己の体重や年令や性別

といった個人データ，運動負荷，運動の目標脈拍，運

動時間などの数字は本当に正しく入力されたかどうか

が確認できないため，介助者が直接伝えなければなら

なかったからであるO 解決方法としては，音声によっ

て認識できるように IC回路を改造する必要性がある

と思われる。このような商品の開発はバリアフリーの

、ード面に必要な事項と思われる。

i ) 授業についてのアンケー卜結果

障害者が大学において，体育実技を履修した場合に生

じる教育現場の問題点を明らかにするためには，障害者

および健常者側の両方の視点から， IバリアフリーJ，

「共生」とは何かを解くことが重要になってくる。そし

て，体育・スポーツの指導者は，障害者と健常者が共に

授業に参加するうえで，大学での授業環境そのものが弊

害にならないように，ノーマライゼーションの理念のも

とに教育におけるインテグレーション(併合)の実現を

積極的に取り組む必要性がある(障害者に関する世界行

動計画， 1983)。そこで授業終了後に，障害者と健常者

が共学する授業に関してどのような感想、を持っていたか

について， Aさんにはインタビュー方式で，そして，

体力アップコースを受講した学生に対しては書面による

アンケート方式で，意見の抽出を試みた。なお，アンケー

卜の同答内容は，障害のある学生が体育実技を受講する

際の受け入れ体制を確立するための参考となりうるO 質

問の項目(質問内容は，資料 1(Aさんを対象)，資料2

(介助学生を対象)，資料 3 (介助学生以外の体力アップ

コースを履修していた者(非介助学生と略称)を対象)

を参照すること。)と回答内容は以下の通りである。な

お，インタビューは当事者の意見をより詳しく聴くため

に，本稿にかかわる著者の 3名で行った。また，回収さ

れた書面によるアンケートの回答結果は，履修学生の自

宅へ直接郵送し，後日返送されたものであり，総受講生

18名の中，介助学生 1名，非介助学生5名から得たもの

である。

ii) Aさんをインタビ‘ューした結果

口頭による意見の抽出は当事者のより詳しい情報を聴

くためのものである。

① 体育実技を履修した動機と，体力アップコースの種

日を選択した理由についての質問に対しては， I体育

実技が教職課程の単位取得のために履修をしたが， も

しし~ιど

は，他の科目との時間割の関係と自分の能力でできそ

うな種目が他になかつたからである O 時間割の調整が

うまくいくとしたならば，次の候補としてはウォーキ

ンクーェクササイズを選択したと思う。もし自由に種目

を選択できるとしたならば，慶臆義塾大学の体育実技

の種目には存在しないが，ゴールボールとフロアバレー

ボール(共にパラリンピック公式種目である。)，を要

望したと思う。」であった。

② 高等学校での体育実技の様子と，大学で経験した実

技内容の違いについての質問については， I高等学校

時代の体育のカリキュラムは， 1年を通して，最初に

体力テストを行い，その後フロアバレー，水泳(クロー

ル，平泳ぎ，背泳ぎ，バタフライ)，陸上競技，グラ

ンドホッケー， ゴールボール， トランポリンの運動種

目を行い，最後に再度体力テストを行うといったもの

であった。授業の体制は指導者が最低でも 2人である

複数担任制をとっていて，言葉での指示はもちろんの

こと，音を多用して情報の伝達を行っていた。運動を

行う場所に置いてある用具の配置は，受講者がいった

ん記憶すと，絶対に変更しないことを徹底していて，

移動する場合は，部屋の配置の記憶もう一度をやり直

すということになっていた。」であった。

③ 学期内の授業で感じた良かった点やストレスに関し

ては， i)授業内容について，註)トレーニングで使っ

た用具と部屋について，温)教員とのコミュニケーショ

ンについて， iv)介助学生とのコミュニケーションに

に

υ



ついて， v)介助の方法について， vi)授業に対する

要望について，の 6項目についてを答えてもらった。

授業内容については， I授業の前半は，雰囲気が固く，

リラックスできなかったが，介助してくれる同姓の学

生と徐々に心がうち溶け合うにつれて， リラックスで

きるようになった。他にどのような学生がいたのかが

わからないまま授業が終了したので，初回の授業で学

生間のコミュニケーションを取る催しをしていただけ

ると有難かった。」であった。 トレーニングで使った

用具については， Iウェイト・トレーニングの器具に

関する違和感は全く感じなかった。特に困ったと言え

ば，エアロバイクのパネル操作であった。部屋は段差

がなかったので，不安な要素は全くなかった。授業の

開始前にもらった，部屋の配置図が役に立った。」で

あった。教員及び介助学生とのコミュニケーションは，

「教員の言葉使いは具体的で，とても丁寧であった。

教員との学生とのコミュニケーションも，授業が回を

重ねる毎に，心理的に緊張がうすれていって， うまく

取れるようになり，安心して会話もできるようになっ

た。」であった。介助の方法は， I腕につかまって部屋

を移動する場合の誘導も安心できたし，実技の時の運

動方法と方向の指示も的確であったために，動きのイ

メージがっくりやすかったので，不満はなかった。J

であった。授業に対する要望は， I内容が専門的すぎ

た。」であった。

④ 健常者と一緒に学ぶということに関しては， Iこれ

までは，同じ障害を持つ者同士で、体育の教育を受けて

きたことや，障害者用にルールを変更したものや，視

覚障害者のためにつくられた競技種目で身体活動を行っ

てきたので， もしかしたら，授業内容についていけな

いかもしれないという不安がつきまとっていた。しか

し始まってみると，助けてくれる人が多く，いやな思

いをすることはなかった。」であった。

⑤ バリアフリーをめざす大学で、の教育について要望す

ることについては， I障害のある学生が受講する際に

発生した緒問題を，専門的にカウンセリングしたり，

対処してもらう窓口の開設を望んでいる。体育に関し

ては，確かに種目やコマ数は多く存在しているが，障

害者の参加可能な種目に限りがあるにもかかわらず，

曜日時限にその種目が偏っているので，必ずしも障害

者のニーズとマッチしないといった時間割編成に矛盾

を感じた。これらの事が可能であれば，授業の受け入

れ体制は自然、とマニュアル化されると思われる。将来
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的に慶磨、義塾がその方向に動き出すことを望んでいる。」

であった。

⑥ 将来の身体活動についての考え方についての質問に

は， I自分にとって，身体活動は日常生活と切り離し

て考えられない位置づけにあるO 種目としては，フロ

アバレーボールが好きなので，地域のクラブチームに

所属して， この種目を生涯スポーツとして継続して行

きたいと考えている。」であった。

ii) 介助学生のアンケート結果

⑦ 体育実技を履修した動機と，体力アップコースの種

日を選択した理由についての質問に対しては， I体育

実技は苦手であるが，運動の習慣を身につけたかった

ので，自分にでもできそうなこの種目を選択した。」

であった。

⑧ 実際に介助について良かったことは， I障害のある

人にどのように説明をすれば理解してもらえるのかを，

身をもって体験できたことと。障害を持った人と，生

まれて初めて友達になれたこと。ありがとうの言葉が

聞こえたときに感動した。」であった。

⑨ 介助について困った点は， I何気ない言葉で相手を

傷っけないように気を使わなければならなかったこと。

そして，授業に遅刻した時に， Aさんを待たしてし

まい，更衣室までの誘導の役割を全うできなかったつ

こと。上手な説明をしないと，理解してもらえなかっ

たこと。」であった。

⑩ 授業の補助指導員に対する意見は， IAさんが運動
内容を理解していない時に， タイミングのよいアドバ

イスがあった。また，運動の要領をAさんが理解で

きない時は，何度も説明と実技をを繰り返していた。」

であった。

iii) 非介助学生のアンケート結果

非介助学生は複数の回答であったので，まとめて記述

した。

⑪ 体育実技を履修した動機と，体力アップコースの種

目を選択した理由についての質問に対しては， I受験

のために運動不足であった生活環境を改善するために

履修した。また，筋力の向上と運動のスキルとテクニッ

クに左右されることがなく，自分にでもできそうなこ

の種目を選択した。」であった。

⑫ 障害のある学生と共に学んでどのように思ったか，

また，その存在をどのように感じたかの質問に対して

は， I特に違和感はなく，また，話す機会がなかったの

で，健常者となんら変わりない気がした。」であった。



⑬ 補助指導員について感じたことに関しては， I全盲

の障害を考えると，授業の内容を説明したり，ウェイ

ト・トレーニングのフォームを介助するのに必要であ

ると思った。自分も介助者側として，何か手伝いがし

たかった。介助者がついているために安心であるが，

学生同士のコミュニケーションの機会はその分，少な

くなると思った。」であった。

⑭ 介助者側になった時，何ができるか，あるいは，ど

のような補助ができるか，また，どのように接するこ

とが望ましいコミュニケーションであるか，について

の質問には， I実技の補助は専門の教員が必要である

が，衝突・転倒の危険が回避できるように物を動かす

ことくらいはできると思う。会話を多くすることで，

視覚的なイメージがつくってあげられるO 最初からて

を貸さずに，補助を最小限にすること。障害を意識せ

ずに，自然な会話を心掛けるO 障害があることを最初

に公表してほしかった。そのほうが，コミュニケーショ

ンがとりやすくなると思う。」であった。

⑮ 障害のある学生と共に学ぶ上で，大学のシステムを

どのように考えるかの質問については， I障害者にとっ

て，使い勝手が良いかはわからないが，キャンパス内

の建物は徐々にバリアフリー化が進んでいると思われ

るO できるだけ自分の力で授業が受けられることが望

ましいが，障害があって社会的不利が生じる場合は介

助者をつけるなどして，本人の希望が最優先されるよ

うに，また，障害のない学生と比べて不利がないよう

に履修と学習ができるように，大学側が準備をするこ

と。」であった。

⑬ 体育実技を履修するうえで， Iもっとこうすれば，障

害のある者とそうでない者が，共に学びやすくなる。J，

ための提案に関しては， I障害者と健常者兼用のトレー

ニングマシーンを購入する。体力アップコースは，両

者が共学できる種目の一つであった。」であった。

考 察

1) 授業における支援の実際に関する考察

今やスポーツは身体の障害の有無や年令の高低に関わ

らず，パラリンピック，スペシャルオリンピックスが存

在するように，誰もが自由に参加できるものになってき

た。しかし，わが国においては，障害者が高等学校まで

に，障害の特性に応じた障害者のための特殊教育諸学校

(盲学校，聾学校，養護学校)で体育実技を学ぶ場合は，

一貫した環境の中で身体活動の重要さを教育されてきて

いる。それは， I失ったものを数えるなO 残っているも

のを最大限に生かせ。」の言葉 (Dr. L ud wing 

Guttmann)に集約できるように，過去において，障害

者にとってのスポーツが，残存機能の回復，健康保持と

いったリハビリテーションプログラムの一環であったこ

とが理由のーっとしてあげられるO

慶臆義塾大学の日吉キャンパスが現在設置している体

育実技種目において，障害のある者が体育実技を履修す

る場合は，健常者と共学する形態となるO その結果，ス

ポーツの実施場所や指導の場所は共通しているので，安

全を考慮したスポーツ環境の整備をすることが必ず要求

されてくるO 環境を整備していく上で生じた諸問題の壁

をなくし，誰もが行動を制約されない様にすることは，

スポーツにおけるバリアフリーの基本的な考え方である。

障害のある学生が大学で体育実技を履修してくる目的と

しては，

1) 障害がある機能の維持増進や残存機能の向上(機能

回復訓練)。

2) 生きがいや人とのふれあいを求めることに視点を置

いた健康志向。

3) 教職課程修了を目的とした単位取得指向。

の3つが主な目的であると考えられる。 Aさんが最

も重視していたのは単位取得であるが，いずれにせよ，

上述のバリアフリーの概念を基に考えれば，入学を許可

した以上，大学には障害者の履修環境を整える必要があ

るO また，一般のスポーツセンタ一等では障害者の支援

体制が十分にはなされていないため，障害者は健常者に

比べ，スポーツを行うチャンスが少なし、。そのため，障

害者の健康教育において教育機関の果たす役割は大きい

と思われる。

2) アンケートに関する考察
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今回のアンケート調査の結果，障害学生と共に学ぶこ

とで，介助学生に感動を与えたり，非介助学生にも障害

に対する理解を促進するという教育効果もあることがわ

かった。

本事例研究に基づき，障害者の体育実技を実施する際

の最低限の注意事項として，以下の点が明らかになった。

障害者は，

① 身体に障害があるために参加できない種目がある。

② 身体に障害があるために種目参加による事故の心配

がある。

③ さらに身体の障害を増悪化させるおそれがあるO



ために，健常者に比べて，安易に履修ができないといっ

た制限が生じる。このような不利益 (handicap)をな

くすためには，

① 医師の診断や障害児教育および福祉の専門家の意見

を参考にして物理的並びに心理的な環境整備を行うこ

と。

② 障害者が思う存分身体活動を楽しめるように，補助

教員，学生介助者，ボランティア等を利用すること。

このようなヒューマンサポートは，障害者の安全性と

スポーツを行う時の安心感につながる。

③ 専門のスポーツ指導員(障害者スポーツ指導員)の

協力を得ること。

が要求される。なお，指導者は，障害者の危険防止と技

術技能の向上及び正しい評価に留意して指導しなければ

ならない。そして，指導者の指導過程に最も重要なこと

は，教える側と学ぶ側の両方が「挑戦する」努力を忘れ

ないことである。指導者は，指導者の想像力を膨らませ

ながら，介助者をうまく使うことによって，健常者がで

きて障害者ができないことの壁をなくすことができるの

である。

「バリアフリーJ，I共生」をめざす体育教育には，障害

者と健常者のお互いの協力と理解の中で「障害は個性で

あるりという理念、を確立させることが重要である。そ

して，様々な個性のある学生の活動を支援するための必

要最低限の環境を整える必要がある。今回の事例研究の

結果，最低限，以卜ーの具体策が必要であることがわかった。

1) 障害者の転倒・衝突等の危険回避のために，授業開

始の事前に，身体活動の場をメンタルマッピングできる

機会をつくり，その環境を授業修了まで変えないこと。

2) 指導者と補助指導員の複数担任制を導入し，介助を

してくれる学生の協力を求めること。

3) 受講者間のコミュニケーションを強化するためには，

自己紹介も兼ねて障害の程度を初[JjJの授業で，受講者

に公表すること。

4) 指導者の発想と工夫による障害者用に改良した運動

器具や運動種目の導入を考えること。

5) 障害のある学生に発生する諸問題を専門的にカウン

セリングしたり，解決してもらう窓口を開設すること。

まとめ

慶磨義塾大学日吉キャンパスの体育実技の授業は身体
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に障害があるもの専用に設置されていなし、。しかしなが

ら，今回の試行を通して，身体に障害のある学生と共学

する場合には，障害を持つ者に対しても対処のできる柔

軟な指導体制を整えて行くこと(ハード面の整備)，及

び，学生同士で気軽に声をかけ合いながら一緒に楽しむ

といった学習の雰囲気作りと助け合いの気持ちを普及す

ること(ソフト面の整備)により，ノてリアフリーをめざ

す体育の授業が完成することが裏付けられた。
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資料 1

視覚障害者が体育実技を履修するにあたり，以下につ

いて口頭で質問を行った。

Q1. 体育実技を履修した動機について教えてくださ l¥o

また，あなたは，なぜ，この種目を履修しましたか?

Q2. 大学入学以前の体育実技の様子について教えてく

ださし、。特に現在の授業内容と異なる点があれば，

そのことについて答えてくださ l¥o

Q3. 春学期の授業を通じて，良かった点やストレスを

感じた点について，気づいた事を以下の項目別に答

えてくださ L、。

1) 授業内容

2) 用具(トレーニングマシン，自転車エルゴ等)

3) 部屋(トレーニングルーム，更衣室等)

4) コミュニケーションとしての言葉使い

ア) 対教員

イ) 対付き添ってくれた学生

5) 補助の方法

6) 授業に対する要望

Q4. 他の学生と一緒に学ぶんでいくことについてどう

思いましたか?

1) どういう点が良かったですか?

2) どういう点を改善して欲しいですか?

Q5. 将来の身体活動についての考え方を教えてくださ

l¥o 

資料 2

障害者の介助にあたってくれた学生に対して以下の質

問項目についての回答を記述してもらった。

Q1. 体育実技を履修した動機について教えてくださ l¥o

また，あなたは，なぜ，この種目を履修しましたか?

Q2. 貴方が実際に，障害のある学生の運動補助につい

ていただいた結果，

1) 一緒に学べて良かった点はありますか?

2) 困った点はありますか?

3) 自身でどんな補助ができたと思いますか?

4) 補助の内容面に関してもっと，こうすれば良かっ

たと思うこと，また，さらにできたことなどを

記述してくださ l¥o

5) たいへんに思ったこと。

6) うれしく思えたこと。

Q3. この授業における教員に対する意見を述べてくだ

さし、。

1) 対指導教員

2) 対補助教員

Q4. その他，感じ取った事があれば，教えてくださ l¥0 

資料 3

障害者と履修を共にした非介助学生に対して以下の質

問項目についての回答を記述してもらった。

Q1. 体育実技を履修した動機について教えてくださし ¥0

また，あなたは，なぜ，この種目を履修しましたか?

Q2. 障害のある学生と共に学んでどう思いましたか?

また，障害のある学生の存在をどのように感じ取り

ました?思うことを記述してください。

Q3. 授業における補助者(教員2名)の存在を見てい

て，どのように思いましたか?

Q4. もしも，貴方が実際に，障害のある学生の運動補

助をする立場となった場合，

1) 何ができますか?現時点で， どのような補助

ができると思いますか?

2) 何をすべきですか?どのような補助をすべき

ですか?

3) どのように接しますか?言葉遣いも含めて，

どのようなコミュニケーションの取り方が望ま

しいと思いますか?

Q5. 今後，障害のある学生と共に学ぶ上で，大学のシ

ステムをどう変えれば良いと思いますか?

Q6. この授業の中での教員や学校に対する要望として，

「もっとこうすれば障害のある者とそうでない者が

共に学びやすくなる。」という提案をしてくださし ¥0
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